Notes on the Chinese References Quoted in Zou ho Hai kai Sai ji ki shiori gusa 『増補俳諧歳時記栞草』 -Chapter of \u27Haikai\u27 and \u27Spring\u27- by 植木 久行
序
文
江
末
期
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
亭


せ
い
ら
んは
、
曲
亭
（
瀧
澤
）
馬
琴
撰
『
俳
諧
時
記
』
を
大
幅
に
補
改
訂
し
た
俳
諧
季
寄
、
『

補
俳
諧
時
記
栞 し
お
り

ぐ
さ
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
『
栞
』
は
、
解
の
充
實
と
檢
索
の
	便
さ
（
い
ろ
は
順
）
か
ら
、
明
治
・
大
正
期
、



に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
年
で
は
堀
切
實
校
『
補
俳
諧
時
記
栞
』
（
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
冊
）
が
あ
り
、
初
め
て
懇
切
な
脚
が
付
さ
れ
、
容
の
理
解
に
多
大
の
便
宜
を
與
え
て
い
る
。
本
稿
は
堀
切
實
校
本
の
果
を
參
照
し
つ
つ
、
こ
の
代
表
な

世
時
記
『
栞
』
に
引
か
れ
て
、
季
語
・
季
題
の
解
等
に
用
い
ら
れ
た

を
讀
し
た
校
讀
記
で
あ
る
。
堀
切
校
本
の
凡
例
中
の
指
摘
、
「
引
用
の
仕
方
は
、
今
日
の
校
訂
方
針
と
は
な
り
、
か
な
り
大
雜
把
な
も
の
で
あ
る
」
を
充
分
考
慮
し
つ
つ
、
引
用

の
典
據
と
文
意
の
理
解
に
努
力
を
傾
し
た
。
江
時
代
の
引
用

に
は
字
・
字
等
が
多
い
と
し
て
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
重
な
書
に
對
し
て
は
充
分
な
校
訂
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
『
栞
』
は
、
知
の
ご
と
く
現
代
の
代
表
な
時
記
、
改

版
『
俳
諧
時
記
』
（
五
冊
、
一
九
三
三
年
）
の
古
書
校
や
、
角
川
書
店

『
圖
俳
句
大
時
記
』
（
五
冊
、
一
九
六
四
～
六
六
年
）
の
考
證
に
も
引
用
さ
れ
、
大
き
な
影
力
を
持
っ
た
時
記
で
あ
る
。
こ
の
校
訂
作
業
を
し
て
、
時
記
（
俳
諧
季
寄
）
の
解
に
用
い
ら
れ
た
書
の
實
態
も
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
な
お

が
補
し
た
解
中
の

は
、
じ
つ
は

み
ず
か
ら
査
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
み
な
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
三
余
齋
麁
文
そ
ぶ
ん撰
『
 實
年
浪

か
じ
つ
と
し
な
み
ぐ
さ』
（
以
後
、『
年
浪
』
と
『
補
俳
諧
時
記
栞
』
引

校
讀
記
俳
諧
の
字
義
・
春
の
部
（
一
）
植
木
久
行
略
稱
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
點
は
、
す
で
に
井
本
農
一
『
季
語
の
究
』
「
第
二
章
俳
諧
時
記
の
發
」
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る （
１
）が
、
本
稿
で
は
、
世
俳
諧
季
寄
の
季
語
・
季
題
の
解
に
用
い
ら
れ
た

の
	體
相
の
把
握
を

眼
と
し
て
お
り
、
『
栞
』
に
引
く

が
ほ
と
ん
ど
『
年
浪
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
江
期
の
季
語
・
季
題
の
解
に
用
い
ら
れ
た

で
あ
る
こ
と
に
は
、
少
し
も
變
わ
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
栞
』
中
に
見
え
る

に
對
す
る
略
な
解
題
は
、
「
『
補
俳
諧
時
記
栞
』
引

考
」
（
弘
大
學
人
文
學
部
『
人
文
會
論
叢
』
［
人
文
科
學
篇
］
第
二
一
號
、
二
〇
〇
九
年
二

收
）
の
な
か
で
發
表
す
る
。
【

校
讀
記
】
『
栞
』
の
底
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
良
の
堀
切
校
本
（
岩
波
文
庫
）
を
用
い
た
。
文
意
の
把
握
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
文
字
の

同
に
言
せ
ず
、
引
用

の
卷
數
や
篇
名
の
み
を
記
し
た
。
ま
た
【
】
は
書
中
に
引
か
れ
た
書
を
表
す
。
堀
切
校
本
の
脚
や
出
典
一
覽
（

の
部
）
も
隨
時
參
照
し
た
が
、
い
た
ず
ら
に
從
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
脚
等
の
補
正
が
本
稿
第
一
の
目

で
は
な
い
た
め
、
り
を
一
々
指
摘
し
て
は
い
な
い
。
本
稿
を
參
照
す
れ
ば
、
問
題
點
の
大
が
お
の
ず
か
ら
わ
か
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
引
用
文
中
の
訓
點
や
ル
ビ
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
俳
諧
の
字
義
●
一
二
頁
［
史
記
滑
稽
傳
］
↓

・
司
馬
撰
『
史
記
』
卷
一
二
六
、
滑
稽
列
傳
。
［
正
字
］
↓明
末
・
張
自
烈
撰
『
正
字
』
酉
集
上
。【
文
】
↓
後
・
許
愼
撰
『
文
解
字
』
（
大
徐
本
）
卷
三
上
。［
正
字
］
（
俳
…
）
↓『
正
字
』
子
集
中
。
［
隋
書
］
↓『
隋
書
』
卷
五
八
、
侯
白
傳
。
●
一
三
頁
［
世
新
語
補
］

↓明
・
王
世
貞
撰
？
『
世
新
語
補
』
排
篇
下
、
「
侯
白
好
俳
謔
」
の
條
の

引
『
隋
書
』
（
秦
鼎
『
世

箋
本
』
卷
一
八
な
ど
）。
ち
な
み
に
『
世
新
語
補
』
「
侯
白
好
俳
謔
」
の
條
は
、
明
・
何
良
俊
撰
『
何
氏
語
林
』
卷
二
七
、
排
篇
に
基
づ
く
。
［
開
卷
一
笑
］
七
之
卷
↓明
・
李
贄
り
し
撰
『
開
卷
一
笑
』
（
屠
校
）
下
卷
（
下
集
）
之
十
四
、
「
侯
白
謔
」
の
條
に
、
「
侯
白
好
俳
諧
。
…
」
と
見
え
る
。
春
之
部
●
二
一
頁
［
書
律
志
］
↓後
・
班
固
ら
撰
『
書
』
卷
二
一
上
、
律
志
上
。
た
だ
し
、
 わ
り
の
「
日
行
東
陸
、
謂
之
春
」
は
、
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
籍
校
読
記
（
植
木
）
213
『
書
』
に
は
見
え
な
い
。
本
條
は
お
そ
ら
く
、
明
末
・
陳
仁
錫
ち
ん
じ
ん
せ
き
纂
輯
の
大
型
書
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
春
な
ど
に
基
づ
く
。
す
で
に
べ
た
ご
と
く
、
『
栞
』
引

の
直
接
の
典
據
は
、
ほ
と
ん
ど
	て
麁
文
撰
『
年
浪
』
で
あ
り
、

り
（

字
・
字
等
も
含
む
）
も
踏
襲
す
る
。
こ
こ
も
そ
の
一
例
［
①
―
１
］
（
２
）。
本
稿
で
は
、
『
栞
』
引

（
ほ
ぼ
『
年
浪
』
引

）
の
原
據
を
可
能
な
限
り
探
求
す
る
。
以
下
、
問
題
點
が
生
じ
た
場
合
に
の
み
、
直
接
の
典
據
で
あ
る
『
年
浪
』
に
言
す
る
。
ち
な
み
に
「
日
行
東
陸
、
謂
之
春
」
の
語
は
、
北
宋
の
書
『
太
御
覽
』
卷
一
九
、
春
中
の
條
や
、
南
宋
・
高
似
孫
『
略
』
卷
六
、
陸
の
條
に
、
『
續
書
』
律
志
と
し
て
見
え
る
。
『
續
書
』
は
、
西
晉
・
司
馬
彪
撰
『
續
書
』
（
後
時
代
の
史
書
）。
東
陸
は
、
太
陽
が
め
ぐ
る
東
方
七
星
宿
の
域
を
指
す
。
太

た
い
か
う
［
禮
令
］
註
↓元
・
陳

こ
う
撰
『
禮
記
集
』
令
篇
。
「
皆
此
義
」
ま
で
。
引
用
中
の
「
木
官
之

、
繼
天
立
極
生
、
有
功
於
民
、
」
は
、
「
木
官
之
臣
。

繼
天
立
極
、
生
有
功
於
民
。
」
の


り
。
『
栞
』
の
引
用
ミ
ス
で
あ
る
。
『
年
浪
』
［
①
―
１
］
は
正
し
い
。勾
芒
［
令
］
↓『
禮
記
』
（
卷
六
）
令
篇
。
天
［
釋
名
］
↓後
末
・
劉
煕
り
ゆ
う
き
撰
『
釋
名
』
釋
天
。
「
氣
始
發
、
色
々
也
」
は
、
「
春
曰
天
、
陽
氣
始
發
、
色
々
也
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
。
從
っ
て
「
天
」
の
明
「
春
の
天
を
云
」
も
、「
春
を
云
」
に
訂
正
す
べ
し
。
東
君
［
郊
祀
記
］
↓『
書
』
卷
二
五
上
、
郊
祀
志
上
。
陽
［
爾
］
↓『
爾
』
釋
天
。
韶
光
［
律
志
］
↓『
書
』
律
志
に
は
見
え
な
い
。
「
景
曰
媚
景
・
韶
景
」
は
、
『
梁
元
纂
』
（
・
徐
堅
ら
撰
『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
引
）
の
語
で
あ
ろ
う
。
こ
の

り
は
馬
琴
撰
『
俳
諧
時
記
』
（
以
下
、
馬
琴
『
時
記
』
と
略
稱
）
に
見
え
、
そ
れ
は
ま
た
『
年
浪
』
［
①
―
２
］
に
由
來
す
る
。「
韶
美
也
」
以
下
は
、『
年
浪
』
の
語
。
●
二
二
頁
［
字
彙
］
↓明
・
膺
祚
ば
い
よ
う
そ
撰
『
字
彙
』
辰
集
、
正
の
條
。
本
條
の
最
後
ま
で
。
引
用
中
の
「
後
生
」
は
「
後
世
」
の

り
。
そ
の
他
、
文
字
も
か
な
り
改
變
さ
れ
て
い
る
が
、『
年
浪
』［
①
―
３
］
に
據
る
。「
後
生
」
も
そ
の

り
を
襲
っ
た
も
の
。
王
春
［
左
傳
］
↓『
春
秋
左
氏
傳
』
隱
公
元
年
の
條
。
「
春
王
正
」
（
春
、
王
の
正
）
は
、
隱
公
元
年
の
「
經
」
の
文
。
續
く
「
正
」
が
、
「
傳
」
（
解
）
に
あ
た
る
。
魯
國
の
が
王
の
定
め
た

を
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
「
の
正
」
は

の
正
を
意
味
す
る
。
太
簇 マ
マ
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
【
高
誘
 】
↓
!
・
淮
南
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
214
王
劉
安
撰
『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
見
え
る
、
後
・
高
誘
の
。
こ
の
特
な
取
り
合
わ
せ
は
、
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
數
の
條
に
見
え
、
そ
れ
を
利
用
し
た
も
の
。
ち
な
み
に
令
篇
の
「
太
簇
」
は
「
太
蔟
」、
高
誘
の
「
簇
簇
也
」
は
「
蔟
簇
也
」
の
形
訛
。『
年
浪
	』［
①
―
４
］
の

り
を
襲
う
。
立
春
［
令
廣
義
］
↓明
・
馮
應
京
ふ
う
お
う
け
い撰
、
明
・
戴
任
釋
『
令
廣
義
』
卷
五
、
正
令
・
令
の
條
。【
天
玉
衡
六
問
】
は
、『
文

聚
』
（
汪
紹
楹
校
本
）
卷
三
、
春
の
條
に
は
、
「
孝
經
曰
、
天
七
衡
六
間
」
に
作
る
。
「
春
无
始
至
」
を
「
春
始
无
な
く
し
て
至
る
」
と
訓
む
の
は

り
。
こ
の
「
无
」
は
、「
無
」
で
は
な
く
、「

き
」
（
氣
の
古
字
）
の
形
訛
。
『
年
浪
	』
は
「
」
の
字
に
作
り
な
が
ら
、

解
し
て
「
無
」
の
意
味
に
取
る
。『
栞
	』
は
、
そ
の

り
を
踏
襲
し
て
、
字
形
ま
で
も
改
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
春
氣
始
至
」
（
春
氣
始
め
て
至
る
）
意
。雨
水
［
同
上
］
↓『
令
廣
義
』
卷
五
、
正
令
・
令
の
條
。
孟
春
［
元
纂
］
↓『
梁
元
纂
』 （『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
）。
陬
［
潛
確
書
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
正
の
條
。
●
二
三
頁
正
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
五
、
正
令
・
事
文
の
條
。「
爲
首
」
ま
で
。「
仍
有
」
の
訓
は
「
仍 よ
りて
有
」
で
は
な
く
、「
有
（
の
王
）
に
仍 よ
りて
（
從
っ
て
）」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
年
浪
	』［
①
―
６
］
が
一
二
點
を
と
し
た
こ
と
に
氣
づ
か
ず
、

り
を
襲
っ
た
も
の
。
上
春
［
元
纂
］
↓『
梁
元
纂
』
（『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
）。
［
明
詩
］
↓未
詳
。
馬
琴
『
時
記
』
に
見
え
る
。
●
二
四
頁
［
潛
確
書
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
二
の
條
。
同
文
は
『
初
學
記
』
卷
三
、
春
に
も
見
え
る
。
夾
鐘
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
【
高
誘
】
↓『
淮
南
子
』
時
則
訓
。
本
條
は
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
數
の
條
に
據
る
。
蟄
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。

↓元
・
陳
撰
『
禮
記
集
』。
春
分
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
六
、
二
令
・
令
の
條
。
仲
春
［
元
纂
］
↓『
梁
元
纂
』 （『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
）。
陽
中
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
四
、
春
令
・
文
言
の
條
。
【
志
】
↓『
書
』
卷
二
一
上
、
律
志
上
。
如
・
令
［
纂
］
↓『
梁
元
纂
』
（
『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
）。
「
二
爲
仲
春
」
の
部
分
の
み
。
本
條
體
は
、
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
二
〈
仲
陽
〉
の
條
に
據
る
。
た
だ
し
［
纂
］
の
仲
春
を
「
仲
陽
」
に
作
る
。『
年
浪
	』［
③
―
２
］
も
『
潛
確
居
書
』
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
籍
校
読
記
（
植
木
）
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と
同
じ
。
つ
ま
り
「
仲
春
」
の
文
字
は
、『
栞
』
の
改
變
で
あ
る
。
●
二
五
頁
［
潛
確
書
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
三
の
條
。
姑
洗
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
【
高
誘
】
↓『
淮
南
子
』
時
則
訓
（
『
呂
氏
春
秋
』
季
春
紀
、
高
誘
も
同
じ
）。
本
條
は
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
數
の
條
に
據
る
。
明
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
七
、
三
令
・
令
の
條
。
「
爲
	明
」
ま
で
。
雨
［
同
上
］
↓『
令
廣
義
』
卷
七
、
三
令
・
令
の
條
。
●
二
六
頁
季
春
［
字
彙
］
↓『
字
彙
』
寅
集
、
季
の
條
。
竹
秋
［
廣
韵

］
↓明
・
方
撰
『
廣
韻

』
卷
三
、
下
十
一
尤
の
條
。

へ
い
げ
つ
［
玉
燭
寶
典
］
↓本
條
體
は
『
年
浪
』
［
④
―
２
］
（
馬
琴
撰
『
時
記
』
も
典
據
は
同
じ
。
四
時
堂
其
諺
撰
『
訂
滑
稽
雜
談
（
３
）』
卷
五
、
「
三

名
」
も
同
じ
）
に
據
る
が
、
現
存
の
隋
・
杜
臺
卿
と
だ
い
け
い
撰
『
玉
燭
寶
典
』
に
は
見
え
な
い
。
「
三
爲

」
の
語
は
、
南
宋
初
の
毛
晃
も
う
こ
う
・
毛
居
正
撰
『
修
互
禮
部
韻
略
』
（
『
韻
』
）
卷
三
、
の
條
に
、
「
爾
、
三
爲

」
と
あ
る
。「
亦
曰
嘉
」
に
關
し
て
は
、
北
宋
末
・
任
廣
撰
『
書
敍
指
南
』
卷
一
三
、
令
氣
候
上
に
、
「
春
曰
嘉
」
と
あ
る
が
、
三
を
「
嘉
」
と
呼
ぶ
典
據
は
未
詳
。
禊
［
張
衡
南
賦
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
三

の
條
に
據
る
か
。
後
の
張
衡
「
南
賦
」
は
、
初
・
歐
陽
詢
ら
撰
『
文
聚
』
卷
六
一
、
居
處
部
や
、
南
梁
・
昭
明
太
子
蕭
統
撰
『
文
』
卷
四
（
六
臣
本
）
に
も
見
え
る
が
、
『
文
』
は
「
陽
濱
」
を
「
陽
瀕
」
に
作
る
。
●
二
九
頁
凝 い
てか
へ
る
［
字
彙
］
↓『
字
彙
』
子
集
、
凝
の
條
。
絲
［
子
逍
遙
篇
］
↓戰
國
・

撰
『
子
』
篇
・
逍
遙

篇
。
【
希
註
】
↓南
宋
・
林
希
撰
『
子
（
齋
げ
ん
さ
い
）
口
義
』
卷
一
。
ち
な
み
に
「
野
馬
塵
埃
也
。
生
物
以
息
吹
也
」
は
、
本
來
「
野
馬
也
塵
埃
也
、
生
物
之
以
息
相
吹
也
」
に
作
る
。
［
杜
詩
］
↓
・
杜
甫
「
題
省
中
院
壁
」
（
省
中
の
院
壁
［
門
下
省
の
執
務
室
の
壁
］
に
題 し
る
す
）
詩
。
明
・
邵
傅
撰
『
杜
律
七
言
集
解
』
卷
上
な
ど
。
●
三
〇
頁
紙
鳶
《
高
、
…
》
↓北
宋
・
高
承
撰
『
事
物
紀
原
』
卷
八
、
時
風
俗
部
、
紙
鳶
の
條
に
、
「
古
今
相
傳
云
」
と
し
て
見
え
る
。［續
物
志
］
↓南
宋
・
李
石
撰
『
續
物
志
』
卷
一
〇
。
虎
杖
い
た
ど
り［
蘇
頌
圖
經
］
↓北
宋
・
蘇
頌
そ
し
よ
う・
掌
禹
錫
ら
奉
敕
撰
『
圖
經
本
』
。
明
・
李
時
珍
撰
『
本
綱
目
』
卷
一
六
、
虎
杖
の
〈
集
解
〉
 
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
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《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
一
六
、
虎
杖
の
〈
釋 しや
く名 め
い〉。
●
三
一
頁
銀
杏

《
歐
陽
修
詩
》
↓堀
切
校
本
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
本
綱
目
』
卷
三
〇
、
銀
杏
の
〈
集
解
〉
に
見
え
る
語
。
北
宋
・
歐
陽
脩
の
詩
句
で
は
な
い
。
『
栞
』
の
引
用
ミ
ス
。
基
づ
い
た
『
年
浪
』［
③
―
８
１
］
は
正
し
い
。
●
三
六
頁
爐
塞
［
白
氏
文
集
］
↓
・
白
居
易
撰
『
白
氏
文
集
』
卷
二
三
、「
別
春
爐
」
（
春
爐
に
別
る
）。
こ
こ
で
は
詩
題
を
引
く
。
●
四
一
頁
廿
日
正
、
廿
日
團
子
［
事
文
聚
］
↓南
宋
・
穆
し
ゆ
く
ぼ
く撰
『
（
新
）
古
今
事
文
聚
』
集
卷
六
、
繋
煎
餅
の
條
。
●
四
二
頁
藕 は
す
を
掘 ほ
る
［
本
］
時
珍
曰
↓『
本
綱
目
』
卷
三
三
、
	藕
の
〈
釋
名
〉
。
「
故
に
字

に
从 した
がふ

は
也
」
は
、
「
故
に
字

に
从 した
がふ
。

は
也
」
の
意
。
●
四
三
頁
春
宮
［
禮
記
］
↓現
行
の
『
禮
記
』
に
は
見
え
な
い
。
『
年
浪
』
［
②
―
９
７
］
が
、
『
令
廣
義
』
卷
四
、
春
令
・
方
物
、
「
春
宮
」
の
、
「
［
禮
］
春
宮
太
子
東
宮
也
」
を
引
く
際
、
［
禮
］
を
［
禮
記
］
と
し
た
こ
と
に
由
來
す
る
。
●
四
四
頁
箱
柳
、
白
楊
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
三
五
下
、
白
楊
の
〈
集
解
〉。
●
四
七
頁
初
雷
、
初
電
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
●
四
八
頁
孕
鹿
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
五
一
上
、
鹿
の
〈
集
解
〉。
た
だ
し
文
の
順
序
は
な
る
。「
妊
む
事
九
」
の
九
は
、
六
の
り
。
從
っ
て
「
麁
文
曰
」
中
に
引
く
［
本
］
の
「
九
に
し
て
一
子
を

う
む
」
の
九
（
麁
文
撰
『
年
浪
』
［
③
―
１
０
２
］
）
も
、
同
樣
に
訂
正
す
べ
し
。
本
條
は
、
す
べ
て
『
年
浪
』
に
據
っ
て
書
き
改
め
た
も
の
。
●
四
九
頁
初
虹
［
令
章
句
］
↓『
初
學
記
』
卷
二
、
虹
の
條
に
引
く
後
末
・
蔡

さ
い
よ
う撰
『
令
章
句
』。「
常
に
陰
雲
に
依
て
日
衝 しよ
うに
見 あ
ら
は
る
。
雲
な
け
れ
ば
見
は
れ
ず
。
輒
す
な
は
ち
日
と
相
互
あ
ひ
た
が
ひに
す
」
の
原
文
は
、
「
常
依
陰
雲
而
晝
見
於
日
衝
、
無
雲
不
見
。
見
輒
與
日
相
互
」
で
あ
る
。
●
五
〇
頁
曇
［
陸
放
天
彭
牡
丹
譜
］
↓南
宋
・
陸
游
（
號
放
）
撰
『
天
彭
牡
丹
譜
』
風
俗
記
第
三
。
た
だ
し
「
最
喜
陰
相
、
時
謂
之

天
」
と
あ
り
、
『
栞
』
に
引
く
「


陰
謂
之
曇
、

天
同
之
」
は
、
『
年
浪
』
［
④
―
５
６
］
に
據
る
。
「
曇
」
は
和
語
で
あ
る
。
●
五
一
頁
の
鈴
［
天
寶
事
］
↓
末
・
五
代
の
王
仁
裕
撰
『
開
元
天
寶
事
』
（
開
元
事
一
卷
と
天
寶
事
二
卷
か
ら
る
）。
こ
こ
は
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
春
の
條
や
、
南
宋
末
・
陳
元

ち
ん
げ
ん
せ
い
撰
『
時
廣
記
』
卷
一
、

鈴
の
條
に
引
く
『
天
寶
事
』
に
據
る
。
「
園
吏
を
し
て
製
せ
し
む
。
鈴
の
索 な
はを
以
て
こ
れ
を

お
ど
ろ
かす
」
は
、「
園
吏
を
し
て
鈴
の
索
を
掣 ひ
い
て
、
以
て
こ
れ
を

お
ど
ろ
かし
む
」
の
り
。
製
と
掣
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
籍
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の

か
ら
生
ま
れ
た
。『
年
浪
』［
④
―
５
７
］
の
り
を
襲
う
。
●
五
二
頁
ぶ
さ
［
字
彙
］
↓『
字
彙
』
申
集
、
の
條
。
同
條
に
「
萼
也
」
の
語
も
見
え
る
。
葩 はな
び
ら［
字
彙
］
↓『
字
彙
』
申
集
、
葩
の
條
。
●
五
三
頁
車
、
見
車
［
開
元
事
］
↓『
開
元
天
寶
事
』
。
こ
こ
は
『
時
廣
記
』
卷
一
、
移
春
檻
の
條
に
引
く
『
開
元
事
』
に
據
る
。
●
五
四
頁
軍
は
な
い
く
さ［
天
寶
事
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
春
の
條
	引
。
莚
［

令
廣
義
］
↓『

令
廣
義
』
卷
四
、
春
令
・
方
物
、
「


褥
」
の
條
。
●
五
五
頁
の

［
釋
名
］
↓後
末
・
劉
煕
り
ゆ
う
き
撰
『
釋
名
』
釋
州
國
。
を
ふ
ら
す
［
法
經
序
品
］
↓後
秦
・
鳩
羅
什
く
ま
ら
じ
ゆ
う
譯
『
妙
法

經
』
序
品
第
一
。
「
佛
の
上
に
散 チ
ラ
し
の
大
衆
に
お
よ
ぶ
」
は
、

常
「
佛
の
上
、
び
の
大
衆
に
散 チ
ラす
（
散
ず
）」
と
訓
む
。
●
五
六
頁
馬
藺
ば
り
ん［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
』。『
本
綱
目
』
卷
一
五
、
蠡
實
れ
い
じ
つの
〈
集
解
〉
	引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
●
五
七
頁
母
子
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
一
六
、
鼠
麹
そ
き
く

の
〈
集
解
〉。
令
法
は
た
つ
も
り
［
救
本
］
↓
明
初
・
定
王
朱

し
ゆ
し
よ
う
撰
『
救
本
』
卷
五
（
卷
下
）、
山
科
の
條
。
「
山
料
」
は
「
山
科
」
の
形
訛
。
ま
た
「
枝
梗 か
たく
」
は
「
枝
梗
え
だ」
の
讀
。『
年
浪
』［
④
―
９
７
］
の
り
を
襲
う
。
梗
は
木
の
枝
・
・
根
の
意
。
●
五
九
頁
螺
肴
に
し
ざ
か
な《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
四
六
、
蝸

か
ら
の
〈
集
解
〉。
●
六
〇
頁
韮
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
二
六
、
韭
の
〈
集
解
〉。蜷 にな
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
四
六
、
蝸
の
〈
釋
名
・
集
解
〉。
●
六
二
頁
蓬
莱
［
列
子
］
↓戰
國
・
列
禦
寇
れ
つ
ぎ
よ
こ
う撰
『
列
子
』
湯
問
篇
。
「
渤
東
有
山
」
は
、
本
來
「
渤
東
有
五
山
」
に
作
る
。
●
六
四
頁
菠
薐

は
う
れ
ん
さ
う《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
二
七
、
菠
薐
は
り
よ
うの
〈
集
解
〉
。
「
雌
は
實
を
結
ぶ
刺 は
り
あ
り
」
は
、
「
雌
は
實
を
結
ぶ
。
刺
あ
り
」
の
意
。
●
六
五
頁
木
瓜

ぼ
け
の
は
な［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
』。『
本
綱
目
』
卷
三
〇
、
木
瓜
の
〈
集
解
〉
	引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
●
六
六
頁
春


ほ
く
り
の
は
な
《
譜
》
↓南
宋
・
趙
時
庚
ち
よ
う
じ
こ
う撰
『
金

き
ん
し
よ
う
譜
』
卷
上
。
郭
公
の
［
文
］
↓以
下
は
、
北
宋
・
陸
佃
り
く
で
ん撰
『


ひ
が
』
卷
九
、
中
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杜
鵑
の
條
に
據
っ
て
少
し
書
き
改
め
る
。《［
文
］
杜
鵑
蜀
王



也
》
の
部
分
は
、
『

』
に
「
文
謂
蜀
王


爲
子
	」
に
作
る
。
こ
の
［
文
］
は
、
後

・
許
愼
撰
『
文
解
字
』
卷
四
上
、
	
け
い
の
條
を
指
す
。
子
	は
杜
鵑
の
別
名
。
直
接
に
は
『
年
浪
』
［
④
―
１
３
３
］
に
據
る
（
『
訂
滑
稽
雜
談
』
卷
六
、
杜
鵑
の
も
く
同
じ
）。蛇

と
か
げ
地
蟲
の

穴
を
出
る
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
《
》
↓『
禮
記
集
』
●
六
七
頁
桃
符
桃
板
桃
梗
［
淮
南
子
］
↓


・
淮
南
王
劉
安
撰
『
淮
南
子
』
詮
言
訓
せ
ん
げ
ん
く
ん。《
許
愼
が
》
↓［
淮
南
子
］
以
下
、「
こ
れ
に
よ
つ
て
の
故
也
」
ま
で
は
、
高
承
撰
『
事
物
紀
原
』
卷
八
、
桃
符
の
條
に
據
る
。
後

の
許
愼
に
は
『
淮
南
子
』
の
も
あ
っ
た
（
散
佚
）。
「
杙 く
ひ」
は
「
板
」
の
形
訛
。
［
六
帖
］
↓
・
白
居
易
原
撰
、
宋
・
孔
傳
續
輯
『
（
宋
）
白
孔
六
帖
』
卷
四
、
元
日
、
仙
木
の
條
。
こ
こ
は
、
『
濳
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
正
（
桃
符
）
の
條
に
據
る
か
。
［
風
俗
］
↓後

末
・
應
劭
お
う
し
よ
う撰
『
風
俗
義
』。
こ
こ
は
・
陳
元
龍
撰
『
格
鏡
原
』
卷
二
〇
、
門
關
の
條
に
據
る
か
。
ち
な
み
に
本
條
は
、
ほ
ぼ
馬
琴
『
時
記
』
に
見
え
、
そ
れ
は
ま
た
『
年
浪
』［
①
―
８
３
］
に
由
來
す
る
。
●
六
九
頁
鳥
さ
か
る
［
書
堯
典
］
↓『
書
經
』
（
『
書
』
）
卷
一
、
堯
典
。「
柝 サ
カる
」
の
柝
は
、
析
（
分
散
す
る
意
）
の
形
訛
。
●
七
一
頁
年
祭
［
禮
］
↓
『
禮
』
春
官
・
籥
章
や
く
し
よ
うの
、
後

・
鄭
玄
（
『
禮
疏
』
卷
二
四
）。
「
求
豐
年
」
の
求
は
、
常
「
」
に
作
る
。
こ
こ
は
『
（
宋
）
白
孔
六
帖
』
卷
八
二
、
饑
饉
、
年
不
應
の
條
に
據
る
か
。
鳥
［
五
雜
俎
］
↓明
・
謝


ち
よ
う
せ
つ撰
『
五
雜
組
』
卷
九
、
物
部
一
。
「
給
束
ム
ス
ビ
」
の
給
は
結
の
形
訛
。
「
…
卵
。
伏
子
…
」
（
…
卵
を
す
。
子
に
伏
し
て
…
こ
の
訓
は
『
年
浪
』
［
③
―
９
４
］
に
從
う
）
は
、
「
…

卵
伏
子
。
…
」
（
卵
を

う
み
子
を
伏 あた
たむ
…
）
と
訓
む
べ
き
と
こ
ろ
。
「
伏
」
は
、
鳥
が
卵
を
め
て
か
え
す
意
。
「
孵
ふ
」
と
ず
。
「
子
」
の
 の
「
乃
」
は
、「
!」
字
の
形
訛
。
●
七
二
頁
桃
の
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
七
、
三

令
・
日
 の
條
。「
爲
令
"」
の
語
ま
で
。「
桃
#の
"
之
に
據
る
乎 か
」
は
、『
年
浪
』
の
［
④
―
７
］。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
く
。
鷄
合
と
り
あ
は
せ［
列
子
］
↓『
$文
聚
』
卷
九
一
、
%の
條
引
。
［
左
傳
］
↓『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
五
年
の
條
。
［
事
文
聚
］
↓南
宋
・
&穆
し
ゆ
く
ぼ
く
撰
『
（
新
'）
古
今
事
文
聚
』
後
集
卷
四
六
、
鬪
%の
條
。
●
七
五
頁
中
和
［
李
泌
傳
］
↓北
宋
の
歐
陽
脩
・
宋
祁
そ
う
き
ら
奉
敕
撰
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
籍
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『
新
書
』
卷
一
三
九
、
李
泌
傳
。
容
は
ほ
ぼ
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
二
の
條
に
も
見
え
る
。
「

す
。
上
巳
同
時
…
」
の
原
文
は
「
而

［
多
］
與
上
巳
同
時
」
。
從
っ
て
「

は
［
多
く
］
上
巳
と
同
時
。」
と
訓
む
べ
し
。
蝶
《
時
珍
曰
》
↓『
本
	綱
目
』
卷
四
〇
、

蝶
の
〈
釋
名
〉。
●
七
六
頁
［
格
物
論
］
↓南
宋
・
謝
維
新
撰
、
南
宋
・
載
ぐ
さ
い
補
『
古
今
合
璧
事
備
』
別
集
卷
九
一
、
蝶
の
〈
格
物
總
論
〉
。
（
別
集
は
載
の
纂
）。
わ
り
の
「
鬼
子
」
は
「
鬼
車
」
の
り
。
［
子
齊
物
論
］
↓『
子
』
齊
物
論
篇
。「
志
に

か
なふ
が
な
る
」
は
、
「
志
に
ふ
か
（
か
な
）、
な
る
…
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
文
「
志
與
」
の
與
は
詠
。
か
・
か
な
と
訓
む
。
重
三
［
野
客
叢
書
］
↓南
宋
・
王
楙 ぼ
う撰
『
野
客
叢
書
』
卷
一
一
、
重
三
の
條
。
長
春
《
時
珍
曰
》
↓『
本
	綱
目
』
卷
十
八
上
、
季
の
〈
集
解
〉。「
き
蔓
」
は
「
長
き
蔓
」、「
は
薔
薇
よ
り
小
く
し
て
、
深
紅
千
、
厚
瓣
な
り
」
は
、
「
は
薔
薇
よ
り
小
く
し
て
、
は
深
紅
、
千
厚
瓣
な
り
」
が
正
し
い
。
『
栞
	』
の
引
用
ミ
ス
。
『
年
浪
	』
［
④
―
８
９
］
は
正
し
い
。
●
七
七
頁
摘
［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
	』。『
本
	綱
目
』
卷
三
二
、
茗
の
〈
集
解
〉
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
履
端
［
左
傳
］
↓『
春
秋
左
氏
傳
』
文
公
元
年
の
條
。
こ
こ
は
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
正
の
條
に
據
る
か
。
●
七
八
頁
龍
登
天
［
格
物
論
］
↓『
古
今
合
璧
事
備
』
別
集
卷
六
三
、
龍
の
〈
格
物
總
論
〉。
ち
な
み
に
「
淵
に
潛
む
」
は
、「
川
に
入
る
」
に
作
る
。
●
七
九
頁
林
檎

り
ん
ご
の
は
な
［
宋
馬
志
開
本
	］
↓北
宋
の
馬
志
ば
し
・
劉
翰
り
ゆ
う
か
ん
ら
奉
敕
撰
『
開
寶
本
	』
（
『
年
浪
	』
［
④
―
８
０
］
は
正
し
い
）。
『
本
	綱
目
』
卷
三
〇
、
林
檎
の
〈
集
解
〉
引
《
志
曰
》
に
據
る
。
●
八
二
頁
薺
蒿
摘
お
は
ぎ
つ
む
［
崔
禹
經
］
↓六
？
・
崔
禹
錫
さ
い
う
し
や
く撰
『
經
』。
安
中
期
・
源
順
撰
『
和
名
聚
抄
』
（
二
〇
卷
本
）
野

、
薺
蒿
の
條
引
。［
崔
禹
經
］
は
［
崔
禹
錫
經
］、
ま
た
「
芥
	」
は
「
艾
	」
の
り
。
こ
の
二
點
は
『
年
浪
	』
［
①
―
１
０
５
］
の
り
を
襲
う
。
●
八
二
頁
朧
［
白
樂
天
詩
］
↓『
白
氏
文
集
』
卷
一
四
、
「
嘉
陵
夜
有
懷
（
嘉
陵
の
夜
懷
ひ
有
り
）
二
首
」
其
二
。
こ
れ
は
、
「
元
九
（
）
が
東
川
の
路
の
詩
に
酬
和
す
十
二
首
」
に
屬
す
る
作
品
。
●
八
四
頁

【
本
	】
↓『
本
	綱
目
』
卷
一
六
、
春
の
〈
集
解
〉
。
ち
な
み
に
「

	
じ
さ
う
の
下
に
載
て
」
の

	は
、
隰
	
し
ふ
さ
う
（
隰
は
低
濕
地
の
意
）
の
り
。
●
八
九
頁

	［
本
	］
↓『
本
	綱
目
』
卷
三
四
、
松
の
〈
集
中
國
詩
文
論
叢
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〉。
●
九
〇
頁
蕨
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
二
七
、
蕨
の
〈
集
解
〉。
紫
《
蘇
恭
が
曰
》
↓初
・
蘇
（
宋
代
の
諱
の
た
め
に
蘇
恭
に
作
る
）
ら
奉
敕
撰
『
新
修
本
』
。
『
本
綱
目
』
卷
一
二
下
、
紫
の
〈
集
解
〉
引
《
恭
曰
》
に
據
る
。
●
九
一
頁
門 か
どの

［
令
廣
義
］
に
云
、
除
夜
門
を
祭
る
	
↓
『
令
廣
義
』
卷
二
〇
、
十
二
令
・
日

、
「
門
」
の

	。
「
こ
れ
を
千
門
に
樹 た
つ
る
」
の
原
文
は
「
樹
之
于
門
」
。
從
っ
て
「
千
」
の
字
を
る
べ
し
。
●
九
二
頁

［
本
綱
目
］
↓『
本
綱
目
』
卷
六
、
火
の
〈
治
〉。
門
の
禮
帳
［
明
世
新
語
排
］
↓明
・
李
紹
文
撰
『
皇
明
世
新
語
』
卷
七
、
排
篇
。
［
明
世
新
語
排
］
の
排
は
排
の
り
。
馬
琴
『
時
記
』
の
り
を
襲
う
。
ち
な
み
に
「
白
紙
」
は
、「
白
紙
簿
」
に
作
る
。
●
九
三
頁
數
の
子
［
本
］
↓こ
れ
は
『
本
綱
目
』
に
は
見
え
な
い
。
容
自
體
は
、
江
中
期
・
寺
島
良
安
撰
『
和
三
才
圖
會
』
卷
四
九
、
鯡 にし
んの
條
に
見
え
る
が
、［
本
］
の
語
は
な
い
。
●
九
四
頁
獺 かは
う
そ
魚
を
祭
る
［
禮
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
［

］
↓陸
佃
『

』
卷
三
、
獺
の
條
。「
蓋
祭
其
先
」
は
、
本
來
「
蓋
自
祭
其
先
」。『
年
浪
』［
②
―
４
３
］
に
は
、「
自
」
の
字
が
あ
る
。
●
九
五
頁
霞
［
和
名
抄
］
韵
云
↓『
和
名
聚
抄
』
雲
雨
、
霞
の
條
に
引
く
・
孫

め
ん撰
『
韻
』
（
散
佚
）。
霞
汲 く
む
［
朴
子
］
↓東
晉
・
葛
洪
撰
『
朴
子
』
篇
、
惑
き
よ
わ
く篇
。
か
な
り
略
す
る
。
［
書
言
故
事
］
↓南
宋
末
・
胡
繼
宗
の
、
明
・
陳
玩
直
の
解
『
（
京
本
釋
註
解
）
書
言
故
事
大
』
卷
一
二
、
酒
。
ち
な
み
に
同
條
に
は
『
朴
子
』
の
文
も
引
く
。
●
九
六
頁
霞
の
洞 ほ
ら
［
眞
活
詩
］
↓堀
切
校
	本
に
は
、
明
・
王
世
貞
校
『
圓
機
活
法
（
詩
學
書
）』
卷
二
、
「
霞
」
の
項
出
と
す
る
が
、
「
眞
活
」
に
對
し
て
は
言
 し
な
い
。
南
宋
・
潘
自
牧
撰
『
記
纂
淵
!』
卷
二
、
霞
の
條
や
明
・
彭
大
"撰
『
山
堂
肆
考
』
卷
六
、
九
光
の
條
に
は
、
「
眞
誥
」
に
作
る
。
た
だ
し
南
#梁
・
陶
弘
景
撰
『
眞
誥
』
に
は
見
え
な
い
。「
$里
洞
中
#玉
%、
九
光
霞
宿
仙
壇
」
の
句
は
、
・
元
&が
貞
元
二
〇
年
（
八
〇
四
）、
二
六
の
と
き
に
作
っ
た
「
天
壇
上
境
」
（
天
壇
は
河
南
省
王
屋
山
の
'頂
に
あ
る
、
(
%祭
天
の
地
と
傳
え
る
）
詩
中
の
「
$里
洞
中
#玉
%、
九
光
霞
外
宿
天
壇
」
（
『

詩
』
卷
四
一
一
、
冀
)點
校
『
元
&集
』
卷
一
六
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
な
ぜ
眞
活
『
増
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（
眞
誥
）
の
詩
と
さ
れ
た
の
か
、
未
詳
。
本
條
も
、
直
接
に
は
『
年
浪
』
［
②
―
９
８
］
に
據
る
（
『
訂
滑
稽
雜
談
』
卷
一
、
霞
も
く
同
じ
）。
●
九
七
頁
風
光
る
［
初
學
記
］
↓『
初
學
記
』
卷
一
、
風
の
條
。
●
九
九
頁
歸
鴈
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
［
淮
南
子
］
↓『
淮
南
子
』
形
訓
、「
燕
雁
代
飛
」
に
對
す
る
後
・
高
誘
	。
●
一
〇
〇
頁

［
荊
楚

時
記
］
↓南
梁
・
宗
懍
そ
う
り
ん原
撰
、
隋
・
杜
公
贍
と
こ
う
せ
ん補
	『
荊
楚

時
記
』。『
初
學
記
』
卷
四
、

の
條
引
な
ど
に
據
る
か
。
［
禮
］
↓『
禮
』
秋
官
・
司

し
け
ん氏
の
條
。
從
っ
て
「［
禮
］

氏
」
は
「
［
禮
］
司
氏
」
の
り
。
ち
な
み
に
「
禁
火
于
國
中
」
は
、
常
「
以
木
鐸
修
火
禁
于
國
中
」
（
木
鐸
を
以
て
火
禁
を
國
中
に
修
む
）
に
作
る
。
ま
た
	は
後
・
鄭
玄
の
	。
「
季
春
將
出
火
」
も
本
來
「
爲
季
春
將
出
火
」
に
作
る
。
爲
は
「
爲 た
め
な
り
」
の
意
。
『
栞
』
は
『
年
浪
』
［
④
―
４
］
に
據
る
（
『
訂
滑
稽
雜
談
』
卷
五
、
禁
の
條
も
く
同
じ
）。
馬
琴
『

時
記
』
も
『
年
浪
』
の
り
を
襲
う
。
［
琴
操
］
↓後
末
・
蔡
撰
？
『
琴
操
』。
こ
こ
は
『
五
雜
組
』
卷
二
、
天
部
二
に
據
る
。
［
五
雜
俎
］
↓『
五
雜
組
』
卷
二
、
天
部
二
。
●
一
〇
一
頁
【
中
記
】
↓晉
・
陸

か
い撰
『
中
記
ぎ
よ
う
ち
ゆ
う
き』。
【
書
】

傳
↓『
後
書
』
卷
九
一
、

傳
。
「

、
中
一


す
」
は
、「

中
、
一


す
」
と
す
べ
し
。「
普
天
皆
匝
を
滅
す
」
の
原
詩
句
は
、
「
普
天
皆
滅
、
匝
地
盡
烟
」
（
・
李
崇
嗣
「

」
詩
、
『
文
聚
』
卷
四
、

の
條
收
。
初
・
沈

期
の
作
と
も
す
る
）。
つ
ま
り
「
匝
」
字
は
、
下
句
の
 頭
の
字
を
入
さ
せ
た
も
の
。
（
匝
地
そ
う
ち
は
土
の
意
）
こ
こ
は
み
な
馬
琴
『

時
記
』
の
り
を
襲
う
。
杏
の
粥
［
玉
燭
寶
典
］
↓隋
・
杜
臺
卿
撰
『
玉
燭
寶
典
』。
こ
こ
は
、
『
初
學
記
』
卷
四
、

の
條
や
、『
潛
確
居
書
』
卷
四
、

時
部
・
二
（
麥
粥
杏
酪
）
の
條
に
據
る
。
現
存
の
『
玉
燭
寶
典
』
二
仲
春
第
二
の
文
字
は
!な
る
。
［
事
文
聚
］
↓『
（
新
"）
古
今
事
文
聚
』
#集
卷
八
、
$棗
%
の
條
。
「
棗
%と
云
」
ま
で
。
「
疑
ら
く
は
」
の
按
語
は
、
『
年
浪
』
［
④
―
４
］
の
語
。
［
潛
確
書
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、

時
部
・
二
（
萬
&
輿
）
の
條
。『
玉
燭
寶
典
』
の
語
と
し
て
引
く
。
［
玉
燭
寶
典
］
↓未
詳
。
『
年
浪
』
［
④
―
４
］
に
據
る
が
、
こ
れ
は
『
年
浪
』
が
#條
の
典
據
を
こ
こ
に
記
し
た
も
の
か
。
（
四
時
堂
其
諺
撰
『
訂
滑
稽
雜
談
』
も
［
玉
燭
寶
典
曰
］
と
す
る
）
馬
琴
『
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時
記
』
も
引
く
。
「
居
人
…
」
の
語
は
、
『
（
新
）
古
今
事
文
聚
』
集
卷
八
、


の
條
に
見
え
、
『
零
陵
總
記
』
（
北
宋
・
陶
岳
撰
）
よ
り
と
し
、『
山
堂
肆
考
』
卷
九
、

	染
も
ほ
ぼ
同
じ
。「


、



マ
マ
と
い
ふ
」
の
名
は
、『
年
浪
』［
④
―
５
］
に
は
「

乾
石


マ
マ
」
に
作
る
。

は
（
は
シ
ン
）
の
形
訛
。
（『
訂
滑
稽
雜
談
』
卷
五
、


の
條
參
照
）。
ち
な
み
に
「

め
し
」
は
、
「
」
の
體
字
「
」
の
形
訛
。『
栞
』
の
引
用
ミ
ス
。
［
金
門

］
↓撰
不
詳
（
代
の
人
）『
金
門

記
』
（
散
佚
）。
『
山
堂
肆
考
』
卷
九
、
裝
輿
や
、
・
張
ら
奉
敕
撰
『
御
定
淵
鑑

函
』
卷
一
八
、

二
引
に
據
る
か
。
［
禮
］
↓『
禮
』
官
・
司

し
か
ん。「
春
は
楡
柳
の
火
を
取
…
」
以
下
は
、
鄭
玄
（
『
禮
疏
』
卷
三
〇
）。
『
年
浪
』
［
④
―
４
］
自
身
が
、
本
文
と
を
別
し
て
い
な
い
。
●
一
〇
二
頁
［
輦
下
時
記
］
↓
末
の
李
綽 しや
く撰
『
輦
下
時
記
』
（
散
佚
）。
『
（
新
）
古
今
事
文
聚
』
集
卷
八
、
賜
新
火
や
、
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
二
 
引
に
據
る
。
棠
［
楊
貴
妃
傳
］
↓南
宋
・
陳
景
沂
ち
ん
け
い
き
撰
『
!
"備
#（
集
）』
集
卷
七
、
$棠
の
條
（
楊
妃
傳
と
す
）
や
、
南
宋
・
潘
自
牧
撰
『
記
纂
淵
$』
卷
九
三
、
$棠
の
條
（
楊
妃
外
傳
と
す
）
に
據
る
か
。
『
年
浪
』
［
④
―
７
８
］
に
は
「
楊
妃
傳
」
と
す
る
。
『
栞
』
の
「
ね
む
れ
る
%の
名
、
こ
れ
に
出
る
か
」
も
、『
年
浪
』
の
語
。
●
一
〇
三
頁
蠶 かひ
こ
［
爾
&］
↓『
爾
&』
釋
蟲
。
こ
こ
は
『
本
綱
目
』
卷
三
九
、
蠶
の
〈
集
解
〉
引
に
據
る
。
『
爾
&』
自
體
は
「
棘
'、
欒
'」
を
「
樗
'」
の
下
に
置
き
、
「
(由
」
を
こ
の
三
の
總
名
と
す
る
。
な
お
「
蕭
'
セ
ウ
ケ
ン
」
の
に
、
「
)」
字
を
*す
（
『
年
浪
』
［
④
―
１
３
０
］
に
は
あ
る
）。
ま
た
「
之
輩
」
の
二
字
は
『
本
綱
目
』
や
『
年
浪
』
に
な
く
、
欒
の
は
レ
ン
で
は
な
く
、
ラ
ン
で
あ
る
。
●
一
〇
六
頁
余

［
+文
］
↓許
愼
『
+文
解
字
』
卷
五
下
、
餘
の
條
に
は
「
饒
也
」
と
の
み
あ
り
、
「
殘
也
」
の
義
訓
は
見
え
な
い
。
こ
こ
は
北
宋
・
陳
彭
年
ら
撰
『
（
大
廣
,會
）
玉
篇
』
卷
九
、
部
や
、
明
・
-膺
祚
ば
い
よ
う
そ撰
『
字
彙
』
戌
集
に
據
る
か
。『
年
浪
』［
②
―
５
５
］
の
.り
を
襲
う
。
蒿
よ
め
が
は
ぎ《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
一
五
、
/蒿
の
〈
集
解
〉。
「
ふ
べ
し
」
ま
で
。
な
お
「
二
 
0を
生
ず
。
	
は
ふ
べ
し
」
は
、
「
二
 生
ず
。
0・
	
は
ふ
べ
し
」
の
.り
。『
年
浪
』［
②
―
４
６
］
の
.り
を
襲
う
。
●
一
〇
七
頁
蓬
摘
よ
も
ぎ
つ
む
［
本
］
↓『
本
綱
目
』
卷
一
五
、
艾
の
〈
發
明
〉
引
《
1曰
》
。
2
・
張
鼎
が
初
・
孟
1
も
う
し
ん撰
『
補
3方
』
を
補
訂
し
た
『
療
本
』
中
の
語
で
あ
る
。
●
一
一
一
頁
橘
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
三
〇
、
橘
の
〈
集
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
籍
校
読
記
（
植
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解
〉。
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
五
、
二
令
・
日
の
條
。「
群
臣
」
の
語
ま
で
。
そ
れ
以
下
は
、『
年
浪
』［
①
―
４
１
］
の
語
。
●
一
一
三
頁
鷹
爲
鳩
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
大
根
の
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
二
六
、

の
〈
集
解
〉。田畑
野
山
燒
［
爾

］
↓南
宋
初
・
羅
願
撰
『
爾

』
卷
四
、
蕨
の
條
。
●
一
一
五
頁
竹
秋
［
廣
韻
	］
↓『
廣
韻
	』
卷
三
、
下

十
一
尤
の
條
。
二
六
頁
に
出
。
［
贊
竹
譜
］
↓北
宋
の
贊
『
竹
譜
』
（
『
笋
譜
じ
ゆ
ん
ふ
』
）。
こ
こ
は
南
宋
初
・

珪
し
よ
う
て
い
け
い
撰
『

碎
事
』
卷
二
二
下
、
「
八
春
」
の
條
引
に
據
る
か
。
●
一
一
六
頁
靈
辰
［
李
人
日
詩
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
時
部
・
正
の
條
に
據
る
。
は
同
條
の

に
見
え
る
（
「
物
之
辰
」
ま
で
）。「
故
謂
人
日
」
は
、『
年
浪
』［
①
―
９
７
］
の
語
。
●
一
一
七
頁
窮
［
四
時
寶
鑑
］
↓撰
不
詳
（
代
後
期
の
人
）
『
四
時
し
い
じ
寶
鏡
』
（
鑑
は
宋
代
の
諱
に
よ
る
改
名
）。
こ
こ
は
『
五
雜
組
』
卷
二
、
天
部
二
引
に
據
る
。
似
の
文
は
、『
時
廣
記
』
卷
一
三
、
「
除
貧
鬼
」
の
條
に
も
、
「
四
時
寶
鑑
」
と
し
て
見
え
る
。
「
衣
の

や
ぶ
れ
た
る
を
好
み
」
の
原
文
は
、「
好
衣
」。
從
っ
て
「
好
ん
で
を
衣 き
て
」
が
當
。
は
衣
。
ち
な
み
に
「
池
陽
」
は
、
安
徽
省
池
州
市
。
●
一
一
八
頁
［
五
雜
俎
］
謝

曰
↓謝

撰
『
五
雜
組
』
卷
二
、
天
部
二
。
ち
な
み
に
「
窈
也
窮
也
」
の
語
は
、
窈
九
・
窮
の
窈
と
窮
の
字
を
指
す
。
窈
九
と
は
、
 中
（
!建
省
）
の
正
二
十
九
日
の
行
事
。
省
略
さ
れ
た
部
分
に
見
え
る
。
●
一
二
一
頁
列
々
つ
ら
つ
ら椿
［
"子
］
↓『
"子
』
#篇
・
逍
遙
$篇
。
接
木
、
接
穗
［
令
廣
義
］
↓『
令
廣
義
』
卷
六
、
二
令
・
授
時
の
條
。
●
一
二
二
頁


つ
ば
な
［
本
］
↓『
本
綱
目
』
卷
一
三
、
白
%の
〈
釋
名
・
集
解
〉。
●
一
二
三
頁
躑
躅
つ
つ
じ
［
千
金
方
］
↓初
・
孫
思
&
そ
ん
し
ば
く
撰
『
千
金

方
』
を
指
す
が
、
本
條
は
'行
本
に
見
え
な
い
。『
年
浪
』［
④
―
９
０
］
に
據
る
（『
(訂
滑
稽
雜
談
』
卷
六
、
躑
躅
も
)く
同
じ
）。
躑
躅
衣
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
一
七
下
、
羊
躑
躅
の
〈
附
〉、「
山
躑
躅
」
の
條
。
《
韓
保
昇
曰
》
↓五
代
・
後
蜀
の
韓
保
昇
か
ん
ほ
し
よ
うら
撰
『
重
廣
*公
じ
ゆ
う
こ
う
え
い
こ
う本
』。
こ
こ
は
『
本
綱
目
』
卷
一
七
下
、
羊
躑
躅
の
〈
集
解
〉
に
據
る
。

頁
の
《
韓
保
昇
が
+》
も
同
じ
。
●
一
二
五
頁
［
本
綱
目
］
↓『
本
綱
目
』
に
は
見
え
な
い
。『
年
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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浪
』
［
④
―
９
４
］
に
據
る
。
こ
こ
は
『
和
名
聚
抄
』
木
、
茵
の
條
、
「
本
云
、
茵
」
（
和
名
…
仁
豆
々
之
、
一
云
乎
加
豆
々
之
）
に
據
る
か
。
［
本
］
時
珍
曰
↓『
本
綱
目
』
卷
一
七
下
、
羊
躑
躅
の
〈
集
解
〉。涅槃
會
、
涅
槃
像
［
楞
嚴
經
］
↓未
詳
。『
年
浪
』［
③
―
３
６
］
に
據
る
（
『
訂
滑
稽
雜
談
』
卷
三
、
佛
の
わ
か
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
ち
な
み
に
の
「
超
・
輪
廻
・
出
離
・
生
死
之
地
を
云
な
り
」
は
、
「
輪
廻
を
超
し
、
生
死
を
出
離
す
る
の
地
を
云
な
り
」
が
穩
當
。
●
一
二
六
頁
［
大
一
覽
入
滅
品
］
↓宋
・
陳
實
撰
『
大
一
覽
（
集
）』
卷
一
、
入
滅
品
第
七
。
陳
實
は
明
代
の
人
で
は
な
い
。
●
一
二
七
頁
七
、
薺
打
［
荊
楚
	時
記
］
↓『
荊
楚
	時
記
』
。
『

文
聚
』
卷
四
、
人
日
引
か
。
行
の
『
荊
楚
	時
記
』
に
基
づ
く
場
合
も
、「
羮
を
作
す
」
ま
で
。「
是
を
ふ
、
病
な
し
」
は
、
『
年
浪
』［
①
―
９
８
］
の
語
。
［
事
文
聚
に
	時
記
を
引
て
曰
］
↓『
（
新
）
古
今
事
文
聚
』
後
集
卷
四
七
、
鴟

し
き
よ
うの
條
。
	時
記
は
『
荊
楚
	時
記
』。
［
太
廣
記
］
↓北
宋
・
李

ほ
うら
奉
敕
撰
『
太
廣
記
』
卷
四
六
二
、
「


き
ゆ
う
り
ゆ
う
目
夜
明
」
の
條
（
出
嶺
表

）。
『
嶺
表

』
は
末
・
五
代
の
劉
恂
撰
。
嶺
南
地
方
の
物
や
風
土
を
記
す
。
た
だ
し
「
一
名
姑
」
の
語
は
見
え
ず
、
「
一
名
夜
女
」
は
「
一
名
夜
行
女
」
に
作
る
。
こ
の
原
因
は
、
典
據
の
『
年
浪
』［
①
―
１
０
１
］
に
、「
事
文
（
聚
）
引
大 マ
マ
廣
記
云
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
す
る
（
こ
こ
も

の
『（
新
）
古
今
事
文
聚
』
の
同
條
引
で
あ
る
）。「
尤
多
し
」
は
「
尤
も
多
し
」
の
意
。
●
一
二
八
頁
永
日
［
詩
國
風
］
↓『
詩
經
』
風
ひ
ん
ぷ
う「
七
」。
●
一
二
九
頁

《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
二
六
、
菘
の
〈
釋
名
・
集
解
〉。「
芥
の
如
し
」
は
、「
芥
の
如
し
」。
●
一
三
〇
頁
梨
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
三
〇
、
梨
の
〈
集
解
〉。
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
三
〇
、
棠
梨
の
〈
集
解
〉。
●
一
三
一
頁
な
も
み
［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
』。『
本
綱
目
』
卷
一
五
、
 耳
し
じ
の
〈
集
解
〉
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
「
!耳
」
は
「
"耳
」
の
形
訛
。
!は
菴
の
古
字
。
"は
 の
俗
字
。
《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
一
九
、
#
$
き
れ
ん
の
〈
集
解
〉
。
「
枝
を
分
つ
こ
と
十
八
、
九
小
%を
開
く
」
は
、
「
枝
を
分
つ
こ
と
數
十
、
八
九
小
%を
開
く
」
が
正
し
い
。
●
一
三
五
頁
魚
氷 ひ
に
上
る
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
●
一
三
六
頁
［
潛
確
書
］
↓『
潛
確
居
書
』
卷
一
〇
二
、
藝
植
部
・
&の
條
。
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
漢
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●
一
三
八
頁
麗
う
ら
ら
か［
杜
詩
］
↓
・
杜
甫
「
句
二
首
」
其
一
。『
（
刻
）
杜
少
陵
先
生
詩
分
集
』
卷
一
五
、
雜
賦
な
ど
收
。
鶯
［
詩
經
］
↓『
詩
經
』
小
「
伐
木
」。「
喬
木
」
は
「
于
喬
木
」
が
よ
い
。『
年
浪
	』［
②
―
７
１
］
の

り
を
襲
う
。
［
山
記
］
↓
・
陸
撰
『

山
記
』
（

山
記
）。

山
は
湖
州
長
興
縣
（
浙
江
省
）
に
あ
る
山
。
の
地
。
『
記
纂
淵
』
卷
九
〇
、
の
條
（

山
記
と
す
）、
あ
る
い
は
南
宋
初
・
曾
慥
そ
う
ぞ
う
撰
『

』
卷
一
三
、
『

』
（
宋
・
蔡
襄
撰
）
中
の
「
報
春
鳥
」

引
『

山
記
』
な
ど
に
據
る
か
。
「
呼
で
報
春
鳥
と
す
」
は
、
本
來
「

人
（
）、
呼
で
報
春
鳥
と
す
」
で
あ
る
。
●
一
三
九
頁
獨
活
う
ど
［
本
	別
］
↓『
本
	綱
目
』
卷
一
三
、
獨
活
の
〈
釋
名
〉
に
見
え
る
『
別
』。『
別
』
は
撰
不
詳
『
名
醫
別
』
（
後
以
來
の
名
醫
の

を
集
め
た
醫
書
）。
た
だ
し
明
の
李
時
珍
の
場
合
は
、
南
梁
・
陶
弘
景
が
『
農
本
	經
』
三
卷
を
纂
し
た
と
き
、
『
農
本
經
』
（
撰
不
詳
）
を
補
足
し
た
、
三
六
五
種
の
品
と
解

文
を
指
す
。
五
加
木
う
こ
ぎ
［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
	』。『
本
	綱
目
』
卷
三
六
、
五
加
の
〈
集
解
〉
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
●
一
四
一
頁
萍
生
初
う
き
く
さ
お
ひ
そ
む
る
［
令
］
↓『
禮
記
』
令
篇
。
「
萍
始
生
」
の
語
の
み
。「
雨
…
」
は
、『
年
浪
	』［
④
―
７
８
］
の
語
。
●
一
四
二
頁

の
苔 り
［
文
］
↓南
・
徐
撰
『
文
解
字
傳
』
卷
二
、
（
苔
の
本
字
）
の
條
。
「
水
衣
」
は
、
許
愼
『
文
解
字
』
の
解
。
以
下
の
「
水
土
潤
氣
生
在
水
傍
」
は
、
徐
の
「
傳
」
（
解
）。
「
生
水
傍
、
水
土
之
潤
氣
生
」
（
水
傍
に
生
ず
。
水
土
の
潤
氣
の
生
ず
る
な
り
）
が
本
來
の
形
。
『
栞
	』
は
『
年
浪
	』
［
②
―
８
４
］
に
據
る
。
●
一
四
三
頁
茖
葱
の
び
る
《
時
珍
曰
》
↓『
本
	綱
目
』
卷
二
六
、
茖
葱
か
く
そ
う
の
〈
集
解
〉。
●
一
四
四
頁
元
日
、
元
［
玉
燭
寶
典
］
↓『
玉
燭
寶
典
』
正
孟
春
第
一
の
〈
附
〉。
こ
こ
は
『
初
學
記
』
卷
四
、「
元
日
」
引
に
據
る
か
。
《
朱
子
曰
》
↓南
宋
・
朱
熹
撰
『
易
本
義
』
卷
一
、
乾
の
卦
。
［
 書
大
傳
］
↓秦
・
!
の
伏
"撰
『
 書
大
傳
』。
こ
こ
は
『
潛
確
居
書
』
卷
四
、
#時
部
・
正
、
〈
三
〉
の
條
に
據
る
か
。
元
三
［
師
古
書
］
↓未
詳
。
師
古
は
の
顏
師
古
。
『
書
』
の
釋
。
こ
こ
は
、
『
五
雜
組
』
卷
二
、
天
部
二
の
「
正
一
日
謂
之
三
。
師
古
書
云
、
#之
、
之
、
日
之
。
故
謂
之
三
」
を
踏
ま
え
た
記
$か
。
［
鮑
宣
傳
］
↓『
書
』
卷
七
二
、
鮑
宣
傳
。
典
據
の
『
年
浪
	』
［
①
―
７
］
に
は
、「
元
日
#之
始
、
之
始
、
日
之
始
。
故
曰
三
始
。
中
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始

。
出
于
鮑
宣
傳
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
始
は
ほ
の
ご
と
し
」
の
訓
が
鮑
宣
傳
中
に
見
え
る
こ
と
を
表
し
、
「
元
日
…
」
の
語
そ
の
も
の
が
、
鮑
宣
傳
中
に
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
紛
ら
わ
し
い
書
き
方
で
あ
る
。
『
栞
』
の
引
用
ミ
ス
も
當
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
始

」
は
、
鮑
宣
傳
中
の
「
三
始
」
に
對
す
る
三
國
魏
・
如
淳
の
（「
正
一
日
爲
之
、
之
、
日
之
。
始

也
」）
に
も
と
づ
く
。
［
玉
燭
寶
典
］
↓『
初
學
記
』
卷
四
、
「
元
日
」
や
、
『
令
廣
義
』
卷
五
、
正
令
・
事
文
、
〈
三
元
〉
引
に
據
る
か
。
「
故
曰
三
元
」
は
『
年
浪
』
の
語
。「
元
始
也
」
は
、『
初
學
記
』
や
『
令
廣
義
』
に
見
え
る
。
元
日
・
元
三
の
條
は
、
『
年
浪
』
［
①
―
７
］
に
據
る
が
、
麁
文
の
改
變
を
含
む
ら
し
い
。
●
一
四
六
頁
元
日
不
開
［
	部
疏
］
↓明
・
王
世
懋
せ
い
ぼ
う
撰
『
	部
疏
び
ん
ぶ
そ
』
（
不
分
卷
）。
	（

建
省
）
の
地
理
・
物
・
風
俗
な
ど
を
記
す
。
畫
鷄
帖

［
荊
楚
時
記
］
↓『
（
新
）
古
今
事
文
聚
』
集
卷
六
、
「
畫
鷄
貼
」
の
條
引
『
荊
楚
時
記
』
な
ど
に
據
る
か
。
「
帖
し
」
は
「
貼 は
り
」
と
用
。
串
柿
［
酉
陽
雜
俎
］
↓

・
段
式
撰
『
酉
陽
雜
俎
ゆ
う
よ
う
ざ
つ
そ
』
卷
一
八
、
木
篇
。「
嘉
」
は
「
嘉
實
」
の
り
。
●
一
四
九
頁
姑
く
わ
ゐ《
時
珍
曰
》
↓『
本
綱
目
』
卷
三
三
、
姑
の
〈
釋
名
〉。
●
一
五
〇
頁
枸
杞
［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
』。『
本
綱
目
』
卷
三
六
、
枸
杞
の
〈
集
解
〉
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。「
紐
實
を
結
ぶ
」
は
、
「
紅
實
を
結
ぶ
」
の
り
。
『
年
浪
』
［
③
―
６
７
］
の
り
を
襲
う
。

く
さ
か
う
ば
し
［
梁
武
纂
］
↓『
梁
元
纂
』
（
・
徐
堅
ら
撰
『
初
學
記
』
卷
三
、
春
な
ど
）。
武
は
元
［
］
の
り
。
●
一
五
二
頁
九
輪
［
救
本
］
↓明
初
・
定
王
朱

し
ゆ
し
よ
う
撰
『
救
本
』。
本
條
は
『
和
三
才
圖
會
』
卷
九
四
之
末
、
濕

、
山
萵
苣
く
り
ん
さ
うの
條
に
據
る
。
同
條
に
は
『
救
本
』
を
引
く
が
、
引
用
部
分
は
寺
島
良
安
の
按
語
で
あ
る
。『
年
浪
』［
④
―
１
０
６
］
の
引
用
不
備
に
よ
っ
て
、『
栞
』
が
『
救
本
』
の
文
と
解
し
た
も
の
。
『
救
本
』
中
に
は
見
え
な
い
。
●
一
五
四
頁
山
笑
［
臥

］
↓南
宋
・
呂

 撰
『
臥

』
。
『
重
較
!郛
』
（
宛
委
山
堂
本
）
卷
七
四
に
收
め
る
呂

 撰
『
臥

』
の
な
か
に
、「
郭
煕
記
」
と
し
て
見
え
る
。「
郭
煕
記
」
と
は
、
北
宋
・
郭
煕
撰
『
林
泉
高
"（
集
）』
山
水
訓
を
指
す
。
「
淡
治
た
ん
ち
に
し
て
」
は
「
淡
冶
た
ん
や
に
し
て
」
の
り
。『
年
浪
』［
②
―
５
９
］
の
り
を
襲
う
。
●
一
五
五
頁
柳
［
本
］
時
珍
曰
↓『
本
綱
目
』
卷
三
五
下
、
柳
『
増
補
俳
諧
歳
時
記
栞
草
』
所
引
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の
〈
釋
名
〉
。
「
春
初
」
以
下
は
、
同
條
の
〈
集
解
〉
。
ち
な
み
に
「
柔

じ
う
い
」
の
ル
ビ
は
、
じ
う
て
い
が
正
し
い
。
一
八
八
頁
の
柳
な
ど
に
見
え
る
。
●
一
五
六
頁
柳
鬘
［
酉
陽
雜
俎
］
↓『
酉
陽
雜
俎
』
卷
一
、
忠
志
の
條
。『
白
孔
六
帖
』
卷
四
、「
三
三
」
な
ど
に
據
る
か
。
●
一
五
七
頁
山
吹
【
園
史
】
↓明
・
文
撰
の
園
書
『
汝
南
圃
史
じ
よ
な
ん
ほ
し
』
（
卷
八
、
棣
棠
て
い
と
う）。
園
は
圃
の
形
訛
。
【
允
齋
譜
】
↓未
詳
。
明
末
・
鳳
池
輯
『
	本
詩
譜
』
（
天


二
年
、
汪
鯉
序
。
集
雅
齋
刻
本
。
和
刻
本
あ
り
）
か
。
●
一
六
〇
頁
松
の
《
時
珍
曰
》
↓『
本
	綱
目
』
卷
三
四
、
松
の
〈
釋
名
〉
。
「
王
石
が
字
」
は
「
王
安
石
が
字
」
の
り
。
『
年
浪
	』
［
②
―
４
７
］
の
り
を
襲
う
。
字
は
、
ユ
ニ
―
ク
な
字
源
を
く
北
宋
・
王
安
石
撰
『
字
』
（
散
佚
）。
「
二
三
」
以
下
が
、
同
條
の
〈
集
解
〉。
●
一
六
一
頁
松
［
救
本
	］
↓『
救
本
	』
卷
二
（
卷
上
）、
蓬
け
ん
ほ
うの
條
。
藜
は

、「
す
」
は
「

す
」。
●
一
六
二
頁
鱒 ま
す《
孫
炎
曰
》
↓『
本
	綱
目
』
卷
四
四
、
鱒
魚
の
〈
釋
名
〉
引
。
孫
炎
は
三
國
魏
の
人
（
鄭
玄
の
門
人
）
で
、
『
爾
』
の
釋
。「
必
に
從
ふ
」
ま
で
が
孫
炎
の
語
。「
必
に
從
ふ
」
と
は
、
鱒
は
「
」
と
も
い
う
た
め
。
以
下
は
『
本
	綱
目
』
中
の
〈
集
解
〉
。
は

こ
ん
の
形
訛
（
二
箇
）。
ま
た
「
螺
」
は
、
「
螺
蚌
」
の
形
訛
。
『
年
浪
	』［
②
―
７
７
］
で
は
、
の
字
は
正
し
い
が
、
蚌
は
字
に
い
。『
栞
	』
は
未
詳
の
ま
ま
に
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
●
一
六
三
頁
馬
刀
ま
て
《
陳

曰
》
↓
・
陳

撰
『
本
	拾
』。
こ
こ
は
『
本
	綱
目
』
卷
四
六
、
蟶 て
いの
〈
集
解
〉
引
「

曰
」
に
據
る
。
●
一
六
四
頁
旦
［
東
方
朔
占
書
］
↓『
東
方
朔
占
書
』
（
撰
未
詳
。
 
!の
東
方
朔
に
假
託
さ
れ
た
占
書
で
あ
ろ
う
）
。
明
・
陳
"文
撰
『
天
中
記
』
卷
四
、
人
日
や
、
明
・
彭
大
#撰
『
山
堂
肆
考
』
卷
八
、
占
書
な
ど
に
引
く
。
●
一
六
五
頁
罌
子
粟
の

［
蘇
頌
圖
經
］
↓『
圖
經
本
	』。『
本
	綱
目
』
卷
二
三
、
罌
子
粟
の
〈
集
解
〉
引
《
頌
曰
》
に
據
る
。
「
紅
白
二
種
有
」
は
「
に
紅
白
二
種
有
」。
ま
た
「
$箭
の
頭
に
似
た
り
」
は
、
同
條
〈
集
解
〉
に
引
く
「

」
の
語
（
陳

撰
『
本
	
拾
』
）。
蘇
頌
の
語
で
は
な
い
。
『
年
浪
	』
［
②
―
４
７
］
の
り
を
襲
う
。
元
巳
［
張
上
巳
篇
］
↓西
晉
・
張
の
詩
「
上
巳
篇
」
は
、
『

文
%聚
』
卷
四
、
三
三
日
や
、
『
太
&御
覽
』
卷
三
〇
、
三
三
日
の
條
な
ど
に
見
え
る
。
五
言
詩
な
の
で
「
時
」
の
後
に
讀
點
を
入
れ
た
方
が
よ
い
。
ち
な
み
に
元
巳
は
上
巳
と
同
意
。
中
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●
一
六
九
頁
薹
ふ
き
の
た
う
【
賈
島
が
春
の
詩
】
↓堀
切
校
本
の
指
摘
す
る
、
中
・
張
「
逢
賈
島
」
（
賈
島
に
逢
ふ
）
詩
（『
三
體
詩
』
收
）。
（
續
）
【
】
（
１
）
古
川
書
、
一
九
八
一
年
。
田
正
行
「
『
俳
諧
	時
記
』
の

立
」
（
慶
應
義
塾
大
學
『
藝
文
究
』
七
一
號
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
馬
琴
の
『
俳
諧
	時
記
』
の
記
が
、
『
實
年
浪
』
を
基
に
し
て
自
分
の
興
味
あ
る
事
象
を
補
う
、
と
い
っ
た
樣
相
を
し
て
い
た
。
こ
れ
は
馬
琴
が
基
に
し
た
『
碇
せ
つ
て
い
筆
乘
』
（
風
堂
文
篁
［
吉
岡
定
八
］
の
季
寄
）
の
大
部
分
が
、
『
實
年
浪
』
か
ら
の
引
き
寫
し
で
あ
っ
た
た
め
ら
し
い
、
と
。
た
だ
し
馬
琴
の
『
俳
諧
	時
記
』
自
體
は
、

の
詩
文
を
引
く
こ
と
は
少
な
い
。
な
お
『
實
年
浪
』
に
引
く

は
、
詳
密
な
考
證
風
	時
記
、
其
諺
撰
『
滑
稽
雜
談
』
（
正
三
年
［
一
七
一
三
］
序
）
に
基
づ
く
が
あ
る
。
（
２
）
『
實
年
浪
』
は
、
尾
形
仂
・
小
林


共
『
世
後
期
	
時
記
本
文
集

竝
び
に
總
合
索
引
』
（


、
一
九
八
四
年
）
に
收
め
る
影
印
本
を
使
用
し
、
［
①
―
１
］
な
ど
は
索
引
用
に
付
さ
れ
た
同
書
の
番
號
で
あ
る
。
ち
な
み
に
馬
琴
撰
『
俳
諧
	時
記
』
も
、
同
書

收
の
影
印
本
を
用
い
た
。
（
３
）
「
東
京
國
大
學
珍
の
朱
書
入
本
を
底
本
と
し
、
圖
書
本
を
參
じ
嚴
密
に
訂
し
て
刊
行
す
」
と
い
う
伊
蓼
衣
訂
本
（
國
書
刊
行
會
、
一
九
一
七
年
）
を
影
印
し
た
、
ゆ
ま
に
書
本
（
一
九
六
三
年
刊
）
を
用
い
た
。
【
補
記
】
本
稿
以
下
の
校
讀
記
の
執
筆
に
當
た
っ
て
は
、
弘
 大
學
圖
書
の
參
考
!査
カ
ウ
ン
タ
ー
を
"し
て
、
四
庫
#書
存
目
叢
書
・
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
等
に
收
め
る
影
印
本
を
他
大
學
か
ら
借
り
出
す
と
と
も
に
、
$と
し
て
國
立
公
文
書
（
%閣
文
庫
）
で
貴
重
書
を
&覽
・
!査
し
た
。
ま
た
東
北
大
學
助
'の
大
山
岩
根
氏
、
早
稻
田
大
學
助
手
の
紺
野
(也
氏
か
ら
、
!査
の
御
協
力
を
得
た
。
)せ
て
關
係
*各
位
に
對
し
て
、
お
禮
申
し
上
げ
る
。
『
増
補
俳
諧
歳
時
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』
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